
区分 確認地点数 消失地点数 有意性z

砂浜・礫浜 4 11 a

河口・干潟 6 7 ab

崖錘・磯 7 1 b
z
異なるアルファベット間は、Bonferroniの多重検定により5％水準で有意差あり

海岸タイプ別の確認および消失の関係

砂浜・礫浜は崖錘・磯より消失地点率が高かった。

希少植物調査の結果２


